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1.開催概要
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・日 時 平成28年3月4日（金） 18：30～21：00

・会 場 （公財）仙台市産業振興事業団 アシ☆スタ交流サロン（仙台市青葉区中央1-3-1 AER7階）

・対 象 起業に関心のある方および開業済みの起業家の方

・参加費 1,000円

・参加者 57名

・講 師 ／（公財）仙台市産業振興事業団

波多野 卓司 ビジネス開発ディレクター



2.イベントのようす
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☆内容

1.マーケティング・インタビュー： 2人/１組で、事業内容（アイディア）について質疑応答をおこなう。
相手を代えて２回実施。

2. お互いを知るーワーク ： ４人/１グループで自己紹介。メンバーを代えて２回実施。

3.ドリンク・フードを交えての交流会
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回答数/参加者： 52/57（人）

63％ 37％

29％ 30％
11％

6％ 6％ 9％

15％ 15％

31％ 19％ 17％ 14％ 14％ 5％

78％
10％

6％

3.アンケート集計結果

44% 54% 2%

1.今回のイベントの感想は？

大変良い 良い 普通

94% 6%

2.他の参加者と交流はできましたか？

交流できた 交流できなかった 未回答

■　回答者自身について 計 構成比

52 100.0%

1 男性 28 53.8%

2 女性 24 46.2%

52 100.0%

1 ～２０歳代 3 5.8%

2 ３０歳代 12 23.1%

3 ４０歳代 17 32.7%

4 ５０歳代 11 21.2%

5 ６０歳代以上 9 17.3%

52 100.0%

1 自営業 24 46.2%

2 会社員・公務員等 13 25.0%

3 学生 1 1.9%

4 パート・アルバイト 4 7.7%

5 専業主婦（夫） 3 5.8%

6 無職・定年退職 1 1.9%

7 その他 5 9.6%

8 未回答 1 1.9%

52 100.0%

1 決定済み 6 11.5%

2 半年以内 0 0.0%

3 半年～1年以内 10 19.2%

4 その他 5 9.6%

5 起業済み 25 48.1%

6 未回答 6 11.5%

52 100.0%

1 利用したい 48 92.3%

2 利用しない 0 0.0%

3 未回答 4 7.7%

66 100.0%

1 個別相談 25 37.9%

2 セミナー 30 45.5%

3 その他 2 3.0%

4 未回答 9 13.6%

個別相談希望者　　7名

⑤「アシ☆スタ」の起業支援メニュー利用希望の有無

⑥　利用したい支援メニュー（複数回答可）

①性別

②年齢

③現在の職業

④起業予定時期

回答数　　52件　　（受講者57名　回収率　91％）



1. 今回の講座の感想・もっとも印象に残ったこと （要約）
・マーケティング・インタビューが非常に参考になった。（同意見多数）
・マーケティング・インタビュー、お互いを知るワーク（シャッフル）を通して様々な職種の方とお話できた。
・自分がやりたい業種の客層が分かった。
・自分だけでは考え付かないアイディをいただけた。
・自分にとって思いもかけない意見が聞けた。
・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰを受けることで、考えの幅が広がった。
・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの手法など大変勉強になった。
・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰの難しさを実感した。
・交流の時間を多くとってもらえたので楽しかった。
・短時間でこんなに盛り上がる会は初めて。
・後半の４人一組のシャッフルタイムをもう少しやりたかった。

2. アシ☆スタ交流サロンへの要望（要約）
・今日のような交流会を増やしてほしい。
・起業後５年経過しているが、会員資格が欲しい。
・商品撮影のポイントを知るミニ講座を開催して欲しい。
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●全体的な印象

・開設２周年の「感謝イベント」ということもあり、冒頭のマーケティング・インタビューを皮切りに参加者の方には一人でも多くの方と接していただくことを
一番の目的としました。テーブルを取り払い、椅子のみで車座に座っていただいたり、起業済みの方と起業前の方が一目で分かるよう、色分けした
ネームプレートや、名刺を持たない方用の「PRカード」など、初めての試みを取り入れながらの開催となりました。
・波多野BDDの絶妙なコーディネートで、当初は固かった参加者の雰囲気もあっという間に和み、初対面同士とは思えない打ち解けた様子で
ワークショップに取り組んでいただけました。
・直接対話を通じて、思いもよらない意見に耳を傾けながら「ニーズをつかむ」という、マーケティング・インタビューの主旨に沿って、参加者の方々が真剣
かつ活気に溢れた様子で、取り組んでいたのが印象的でした。
・波多野BDDが執り行った今回のようなワークショップは、初めて経験する方がほとんどで、非常に有益だったとの声が多く聞かれました。

・ドリンク・フードを交えての「交流会」では、参加者同士の交流がより一層深まったようで、終了予定時間を過ぎても、しばらくサロンの賑わいが続きました。

●今後の課題等
・時間が限られていたこともあって、もう少しワークショップの時間を取って欲しいとの声もあったため、来年度は単独のイベントとして開催を検討したいと思います。

4.参加者の声

5.事務局から


